
実践⽉⽇ 10 ⽉ 4 ⽇
対象学年

○ ◎
 

○
協⼒して解決する場⾯設定 考えを伝え合うことを通

して概念を形成させる
 

外部⼈材、先哲との対話設定

これまでの知識・理解だけでは説
明できない状況づくり

○
⾒通しをもたせる 新たな問いや課題や考え

を創造させる
○

振り返りをさせる 授業における「問い」の焦点化

「主体的・対話的で深い学び」の実現状況 ※以下の項⽬を達成するための⼯夫ができたか

主体的な学び 対話的な学び 深い学び
興味・関⼼を⾼める ⼦ども同⼠の対話の場の充実 教科の⾒⽅・考え⽅を⽣

かす
○

粘り強く取り組ませる

状況
・⼀⼈学級なので同級⽣の，⾃分とは異なる考えに触れることがほぼない
・⾃分の考えを深めることが苦⼿で，考える視野も狭い児童実態である
・考えを発表したり伝えたりするのが苦⼿

⼿⽴て

①AC校と地震シミュレーションゲームを⾏う
②⽴場（住⺠・避難所の職員・親・⾃分など）や視点（各判断のメリット・デ
メリットなど）を変えて意⾒交換をする
③グラレコカードを使って，話合いをしながら⾃分の気持ちを相⼿に伝える

結果
・グラレコカードで普段気持ちを表現できない児童も表現することができた
・様々な⽴場と視点からの意⾒が積極的に交わされ，「なるほど」と何度も反応していた
・判断に頭を悩ませる姿が多く，地震対応の難しさと⼤切さを実感できた

⼩４ 社会 地震からくらしをまもる 直接

⽬的： 実際に地震が起きたときを想定し，⽴場や視点を変えて多様な考え⽅に触れることで，地震の
対応の難しさや，普段から⼼も準備しておかなければならないということに気付かせる
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資料

ここに添付してください

AC対⾯とSJ対⾯でつなぐ

地震のシミュレーションゲーム

⽴場を選んで話し合おう！



ICT機器レイアウト（直接のみ）

…机

iPad A…zoom⽤（児童）

iPad B…ロイロノート⽤（教師）

スピーカー兼マイク（YAMAHA）…教師⽤PCと接続

（⼦どもと教師の⾳声を拾う。出⼒もこれのみ）

PC…zoom⽤（教師）

⼤型テレビ…教師⽤PCの画⾯を映す

PC

教師

iPad B

スピーカー
兼マイク

児童A

iPad A1

⼤型テレビ

児童⽤zoomはオーディオを切断し，スピーカー兼マイクで教室
の⾳声を全て拾ったが，児童も教師も⼤きな声を出さなくても
相⼿側によく聞こえた。出⼒に関しても問題なかった。
児童はｉＰａｄでzoom⼊室させ，顔がしっかり⾒えるようにし
た。画⾯も基本的に⾃分のｉＰａｄの画⾯を⾒るようにさせた。
これにより，相⼿の顔をしっかり⾒ながら合同授業ができた。
資料や画⾯共有時のGTの顔を⼤きく表⽰するために⼤型テレビ
に教師画⾯を映す。⽣徒の機器にトラブルがあった際もこちら
を⾒せることで対応できる。
スピーカー兼マイクの性能は重要。本校で使⽤しているものは
抜群に良い。


